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【緒言】近年，癌患者の数が増加の一途をたどっているため，癌治療に有効とされている放射線

照射が急速にその需要を高めている．これに伴って，当該照射技術が著しく進歩する一方，線量

分布のより正確な把握が急務となっている．斯様な状況を踏まえ，放射線に良好な感度を有する

形状可変な材料の開発による受療者ごとのテーラーメイド線量計の創出が切望されている[1]．

我々は以前に，フォトクロミック色素の一種である Aberchrome 670 (Ab670)とポリメタクリル酸

メチルを用いて，当該線量計に応用可能なラジオクロミック材料を開発した[2]．本研究では，Ab670

と光硬化性樹脂を用いてプラスチックを作製し，Ｘ線照射前後の吸光度の変化を調べた． 

【実験方法】Ab670 とレジンクリア v4（BRULÉ 製）を

スクリュー管瓶で混合し，Ab670 0.01 g/mL添加光硬化

性樹脂を作製した．作製した樹脂をガラス板に滴下し，

それに紫外光（365 nm）を 6時間照射することで膜状の

Ab670 添加プラスチックを作製した．これを試料として

紫外光（365 nm）および X 線（Cu Kα線源，500 Gy/min）

照射前後での吸収スペクトルを測定した． 

【結果・考察】Figure 1に，紫外光および X線照射前後

の Ab670添加プラスチックの外観を示す．紫外光および X線照射

により，赤色に着色した．この結果から，当該試料は X線照射に

よりラジオクロミズムを呈することが分かった．Figure 2に，当該

試料における X線照射前後の吸収スペクトルを示す．照射線量の

増加に伴い，490 nmでの吸光度が増大した．この結果から，当該

試料は線量測定材料への応用可能性を有することが分かった． 

【結言】Ab670 および光硬化性樹脂を用いて作製したプラスチッ

クは，X 線照射によりラジオクロミズムを呈することが分かった． 
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Figure 1. Photograph of plastic films 

containing Ab670 before irradiation 

(left), after UV light irradiation (center), 

and after X-ray irradiation (right). 

 

Figure 2. Absorption spectra 

of a plastic film containing 

Ab670 before and after X-ray 

irradiation. 
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